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長崎県から得られた九州初記録のサクライレズミハゼ Priolepis winterbottomi

藤原恭司 1・高山真由美 2・本村浩之 2

A single specimen (29.7 mm in standard length) of a poorly 
known goby Priolepis winterbottomi Nogawa and Endo, 2007, 
previously known only from Yamaguchi and Kochi prefectures, 
Japan, was collected from Isahaya Bay, Nagasaki Prefecture, Ja-
pan. The specimen, described herein in detail, represents the first 
record of the species from Kyushu.

 Author & Article Info
1鹿児島大学大学院連合農学研究科（鹿児島市）

kyojifujiwara627@yahoo.co.jp (corresponding author)
2鹿児島大学総合研究博物館（鹿児島市）

HM: motomura@kaum.kagoshima-u.ac.jp

Received 28 September 2020
Revised  02 October 2020
Accepted 03 October 2020
Published 06 October 2020
DOI 10.34583/ichthy.1.0_15

Kyoji Fujiwara, Mayumi Takayama and Hiroyuki Motomura. 2020. First Kyushu 
record of Priolepis winterbottomi (Gobiidae) from Nagasaki Prefecture, Japan. Ich-
thy, Natural History of Fishes of Japan, 1: 15–18.

 Abstract

2020年 3月 2日に長崎県橘湾の水深 38 mからイレズミ

ハゼ属 Priolepis Valenciennes, 1837に同定される 1個体が

得られた．本属魚類は日本国内からこれまでに 11種が報

告されており（明仁ほか，2013；Fujiwara et al., 2020），長

崎県産の 1標本は鰓耙や胸鰭と腹鰭の特徴，および色彩な

どからサクライレズミハゼ Priolepis winterbottomi Nogawa 

and Endo, 2007に同定された．本種は高知県土佐湾から得

られた 4標本によって記載され，その後，山口県日本海産

魚類をまとめた園山ほか（2020）によって目録的に報告さ

れているのみであった．したがって，本研究では形態学的

知見の蓄積のため長崎県産のサクライレズミハゼを詳細に

記載するとともに九州初記録として報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Nogawa and Endo (2007)にした

がった．標準体長（standard length）は体長または SLと表

記した．頭部感覚孔と孔器の観察にはサイアニンブルーを

用いた．記載標本は採集の過程で鱗および表皮が脱落・摩

耗しているため，鱗数は鱗鞘を基に計数し，色彩の記載は

残存している色に基づく．標本の作製，登録，撮影，およ

び固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標

本は，鹿児島大学総合研究博物館に保管されており，標本

写真（Fig. 1）は同館のデータベースに登録されている．

Priolepis winterbottomi Nogawa and Endo, 2007

サクライレズミハゼ
（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 142939，体長 29.7 mm，長崎県橘湾

（32°43′41ʺN, 130°05′42ʺE），水深 38 m，巻網，2020年 3月

2日，高山真由美（天洋丸）採集．

記載　計数・計測形質を Table 1に示す．体は細長い円

筒形で，体高は体幅より大きい．肛門は臀鰭起部直前に開

孔する．尾柄はやや太長い．頭部はやや丸みを帯び，頭幅

は体幅より大きい．吻は短く，その先端は眼の前方に位置

する．口裂は著しく斜位でやや大きく，その後端は眼の

前縁直下に位置する．上顎は下顎より僅かに短く，両唇

はうすいが先端部ではやや肥厚する．両顎歯は細く，先端

が内側に僅かに曲がった鋭い円錐歯が 2–3列の歯帯を形成

し，歯列外側と縫合部に近いものほど大きい．下顎側部

の前方に一対のひじょうに大きく細長い，先端が内側に強

く曲がった犬歯状歯をそなえる．鼻孔は 2対の管状で，前

鼻孔は後鼻孔より小さく，前者は吻端の近くに，後者は眼

前縁の直上に開孔する．眼は大きく（吻長の 2倍の大きさ

に僅かに達しない），頭部上方に位置し，上縁は頭部背縁

に含まれる．両眼間隔は平滑で，やや幅広く，その幅は吻

長より僅かに小さい．鰓孔はやや大きく，上端は眼の中心

を通る水平線上に，下端は前鰓蓋骨後縁を通る垂線を僅か

に越える．前鰓蓋骨と主鰓蓋骨後縁はほぼ直線状で，後者

の上端は僅かに尖る．鰓耙は先端が尖った細長い棒状で，

小歯状または歯塊状の突起を欠く．

体全体と頭部背面，主鰓蓋骨上方の 1/3，胸鰭基部，お

よび腹鰭起部前方は被鱗する．背鰭前方の被鱗域前縁は丸
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く，眼の後縁を結んだ線を僅かに越える．頭部のその他の

部位および胸鰭腋部は無鱗．

頭部感覚孔を欠く．孔器は多くが摩耗によって剥がれ

落ちているが以下の特徴が確認できた．両眼間隔前縁上と

中央上に 1対の横列孔器列があり，それぞれ 4個と 6個（合

計 8個と 12個）の孔器がある．両眼間隔上に 1対の縦列

孔器列があり，前端は両眼間隔前縁上の横列孔器列とつな

がり，後方は外側に大きく曲がり，眼窩に達する．眼下部

から頬部にかけて 6本の横列孔器列がある．下顎下部と前

鰓蓋骨の縁辺に沿ってそれぞれ 2本の孔器列がある．頤に

1対の縦列孔器列がある（Nogawa and Endo, 2007: fig. 3を

参照）．

第 1背鰭は台形で，起部は胸鰭基部後端上方よりやや

後方に位置する．背鰭棘は柔らかく，第 2棘が最長．第 2

背鰭は第 1背鰭とよく離れ，縁辺は丸みを帯びる．背鰭軟

条は第 5軟条が最長で，最終軟条は臀鰭最終軟条と同一垂

線上に位置する．臀鰭起部は背鰭第 1軟条基部直下に位置

する．臀鰭縁辺は丸みを帯び，第 4軟条が最長．胸鰭は長く，

その先端は臀鰭第 1軟条基部上の垂線に達する．胸鰭基部

前端は腹鰭基底前端の直上に位置する．胸鰭鰭条は全て分

枝し，上方から 11番目の軟条が最長．腹鰭は長く，たた

んだ後端は背鰭最終棘基部上の垂線に達する．左右の腹鰭

Fig. 1. Fresh specimen of Priolepis winterbottomi from Nagasaki Prefecture, Japan (KAUM–I. 142939, 29.7 mm SL) in lateral (A), 
dorsal (B) and ventral (C) views.
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間に膜蓋はなく，癒合膜は痕跡的．尾鰭後縁は丸みを帯び，

尾鰭長は頭長より僅かに小さい．

色彩　約 3ヵ月間冷凍し，その後解凍を行った際の状

態（Fig. 1）．体と頭部は全体的に緑がかった暗い黄色で黒

色素胞を伴う．頭部と体の下面，鰓蓋部，胸鰭基部から腹

部にかけては淡く赤みがかった白色．両眼間隔上に細長い

4本の横線がある．第 1，4横線はそれぞれ両眼間隔前縁，

後縁に位置し，前者はひじょうに短い．第 2，3横線は両

眼間隔中央上に位置する．眼下部に頭部下縁に達する細長

い 3本の垂線があり，それぞれ眼前縁，中央部，後縁に位

置する．体にひじょうに不明瞭な 6–7本の白色帯がある．

1本目と 2本目はそれぞれ第 1背鰭起部と基底後方に位置

する．残りは第 2背鰭起部（3本目）から尾鰭基部（7本目）

にかけて位置する．4本目と 5本目の横帯はそれぞれ第 2

背鰭基底中央部と後端直後に位置する．6本目は尾柄中央

より僅か後方に位置するが，体側面では地色と重なり確認

できない（体背面からでは確認できる）．不対鰭は臀鰭を

除き，赤色から黄色で，縁辺部にしたがい黄色みが強くな

る．臀鰭は一様に赤色．胸鰭と腹鰭は淡く赤みがかった白

色．

固定後の色彩は淡い黄色がかった白色で，体と頭部の

地色に伴って散在する黒色素胞のみが残る．頭部と体の白

色線・帯は淡い黄色がかった白色線・帯として確認できる

（ただし，頭部の線はひじょうに不明瞭）．各鰭は白色の透

明で，第 2背鰭，臀鰭，および尾鰭の縁辺部付近にのみ僅

かに黒色色素胞がある．

分布　Priolepis winterbottomiはこれまで高知県土佐湾

（タイプ産地）と山口県下関市沖（日本海）からのみ記録

されていたが（Nogawa and Endo, 2007；園山ほか，2020），

本研究により長崎県橘湾から記録された．

備考　長崎県産の記載標本は，不対鰭の色彩を除きサ
クライレズミハゼ P. winterbottomiの原記載である Nogawa 

and Endo (2007)が示した識別的特徴と一致する（識別的特

徴の一つである背鰭前方鱗数は，記載標本では破損のため

確認出来なかった）．Nogawa and Endo (2007)は本種の不

対鰭は赤色と記載したが，記載標本では背鰭と尾鰭が赤色

から黄色で，縁辺部にしたがい黄色みが強くなる相違が確

認された．しかし，記載標本のその他の形質（臀鰭の色彩

を含む）は原記載に一致していることから，この相違はサ

クライレズミハゼの種内変異である可能性が高い．一方，

記載標本は採集時に激しく破損しており，また標本処理が

行われる以前に冷凍されている．したがって，本種の色彩

に関する変異の詳細な議論は，状態の良い追加標本が必要

と考えられる．

サクライレズミハゼは左右の腹鰭間の癒合膜が痕跡的

（腹鰭が左右で分かれているように見える）であることか

らマツヨイベンケイハゼ P. goldshmidtae Goren and Baranes, 

1995を除く日本産イレズミハゼ属全種（癒合膜がよく発

達し，左右の腹鰭がつながる）から識別される（明仁ほか，

KAUM–I. 142939
 Standard length (SL; mm) 29.7
 Counts
  Dorsal-fin rays VI-I, 9
  Anal-fin rays I, 8
  Pectoral-fin rays 19
  Pelvic-fin rays I, 5
  Segmented caudal-fin rays 9+8
  Branched caudal-fin rays 7+6
  Upper unbranched caudal-fin rays 7
  Lower unbranched caudal-fin rays 5
  Longitudinal scale rows ca. 28
  Anterior transverse scales above 
anal-fin origin ca. 10
  Posterior transverse scales above 
anal-fin origin damaged
  Posterior transverse scales below 
second dorsal-fin origin damaged
  Predorsal scales damaged
  Scales around caudal peduncle ca. 12
  Gill-raker on first arch 4+12
  Pseudobranch filaments 5
  Branchiostegal rays 5
 Measurements (% of SL)
  Head length 26.0
  Head depth 18.4
  Head width 18.2
  Snout length 4.7
  Eye diameter 8.8
  Interorbital width 3.2
  Jaw length 10.5
  Body depth at first dorsal-fin origin 20.2
  Body depth at anal-fin origin 18.6
  Body width at first dorsal-fin origin 14.9
  Body width at anal-fin origin 13.4
  Nape width 17.2
  Predorsal length 33.4
  Prepelvic length 29.1
  Preanal length 58.6
  Caudal-peduncle length 25.2
  Caudal-peduncle depth 11.3
  First dorsal-fin base length 15.3
  Second dorsal-fin base length 23.9
  Anal-fin base length 17.2
  Pectoral-fin length 32.3
  Pelvic-fin length 25.2
  First dorsal-fin spine length 12.4
  Second dorsal-fin spine length 18.2
  Last dorsal-fin spine length damaged
  Length of first dorsal-fin soft ray 14.2
  Length of longest dorsal-fin soft ray 19.1
  Length of anal-fin spine 9.2
  Length of first anal-fin soft ray 13.2
  Length of longest anal-fin soft ray 18.2
  Length of pelvic-fin spine 6.7
  Length of first pelvic-fin soft ray 11.9
  Length of fourth pelvic-fin soft ray 22.0
  Caudal-fin length 28.9

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages 
of SL, of Priolepis winterbottomi from Nagasaki Prefecture, 
Japan.
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2013；Fujiwara et al., 2020；本研究）．また，サクライレズ

ミハゼは鰓耙の形態も特徴的で，本種は第 1鰓弓の鰓耙先

端に小歯状または歯塊状の突起を欠き，これはイレズミハ

ゼ属の中で，本種とマツヨイベンケイハゼのみが共有する

特徴である（Nogawa and Endo, 2007; Fujiwara et al., 2020）．

サクライレズミハゼとマツヨイベンケイハゼは上記の 2形

質を共有するが，一見して色彩が異なる（例えば，前者で

は体後方の帯が垂直で，背鰭が赤色から黄色であるが，後

者では体側の帯が傾斜し，背鰭は黒色で白色帯がある）こ

とに加え，背鰭軟条数，胸鰭の鰭条数と分枝状態，縦列鱗

数，および背鰭第 2棘長などから明瞭に識別され（Nogawa 

and Endo, 2007; Fujiwara et al., 2020；本研究），2種が混同

される可能は極めて低いと考えられる．

サクライレズミハゼのこれまでの記録は上述の「分布」

の項に示したとおりである．したがって，本研究で記載し

た長崎県産の標本は本種の九州からの初記録となる．
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